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○○○○東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会はははは、、、、区区区区市市市市町町町町村村村村のののの民民民民間間間間のののの有有有有志志志志でででで構構構構成成成成

さささされれれれてててていいいいるるるる地地地地区区区区協協協協会会会会をををを中中中中心心心心にににに、、、、昭昭昭昭和和和和44441111年年年年３３３３月月月月にににに結結結結

成成成成さささされれれれたたたた任任任任意意意意のののの団団団団体体体体でででですすすす。。。。

○○○○「「「「自自自自分分分分のののの国国国国はははは自自自自分分分分でででで守守守守るるるる」」」」のののの気気気気概概概概ををををももももっっっってててて、、、、広広広広くくくく

都都都都民民民民のののの間間間間にににに防防防防衛衛衛衛意意意意識識識識のののの普普普普及及及及高高高高揚揚揚揚をををを図図図図るるるるととととととととももももにににに自自自自

衛衛衛衛隊隊隊隊をををを激激激激励励励励支支支支援援援援ししししててててそそそそのののの充充充充実実実実発発発発展展展展にににに寄寄寄寄与与与与すすすするるるるよよよようううう

なななな広広広広範範範範なななな活活活活動動動動をををを続続続続けけけけてててていいいいまままますすすす。。。。
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八八八八王王王王子子子子市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
森森森森上上上上秀秀秀秀男男男男

羽羽羽羽村村村村市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
冨冨冨冨松松松松
崇崇崇崇

東東東東久久久久留留留留米米米米市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
大大大大澤澤澤澤
進進進進

東東東東村村村村山山山山市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
古古古古賀賀賀賀新新新新
一一一一郎郎郎郎

東東東東大大大大和和和和市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
内内内内
直直直直樹樹樹樹

日日日日野野野野市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
梅梅梅梅
田田田田俊俊俊俊幸幸幸幸

日日日日
のののの出出出出町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
嶋嶋嶋嶋崎崎崎崎
明明明明

府府府府中中中中市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
猿猿猿猿渡渡渡渡昌昌昌昌盛盛盛盛

福福福福生生生生市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
田田田田村村村村利利利利光光光光

瑞瑞瑞瑞穂穂穂穂町町町町防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
高高高高水水水水永永永永雄雄雄雄

三三三三鷹鷹鷹鷹市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
金金金金井井井井富富富富雄雄雄雄

武武武武蔵蔵蔵蔵野野野野市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
島島島島崎崎崎崎義義義義司司司司

武武武武蔵蔵蔵蔵村村村村山山山山市市市市防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
高高高高山山山山晃晃晃晃
一一一一

目目目目黒黒黒黒区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

会会会会長長長長
小小小小野野野野瀬瀬瀬瀬康康康康裕裕裕裕

暑

中

お

見

舞

い

申

し

上

げ

ま

す

暑

中

お

見

舞

い

申

し

上

げ

ま

す
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令

和

７

年

４

月

22

日

（

火

）

13

時

半

よ

り

、

東

京

洋

服

会

館

３

階

ジ

ェ

ン

ト

リ

ー

ホ

ー

ル

に

て

、

第

60

回

定

時

総

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

総

会

は

、

国

家

斉

唱

、

殉

職

自

衛

隊

員

及

び

物

故

会

員

に

対

す

る

黙

と

う

の

後

、

大

宮

会

長

の

挨

拶

に

引

き

続

き

福

生

市

防

衛

協

会

副

会

長

の

高

橋

章

夫

氏

を

議

長

に

選

出

し

て

議

事

を

進

行

し

ま

し

た

。

そ

の

結

果

、

総

会

に

上

程

さ

れ

た

第

１

号

議

案

「

令

和

６

年

度

事

業

報

告

」

、

第

２

号

議

案

「

令

和

６

年

度

収

支

決

算

書

」

、

第

３

号

議

案

「

令

和

７

年

度

年

度

事

業

計

画

（

案

）

」

、

第

４

号

議

案

「

令

和

７

年

度

収

支

予

算

書

（

案

）

」

、

第

５

号

議

案

役

員

人

事

（

案

）

は

い

ず

れ

も

原

案

通

り

に

議

決

さ

れ

ま

し

た

。

総

会

に

引

き

続

き

、

同

じ

ジ

ェ

ン

ト

リ

ー

ホ

ー

ル

に

て

表

彰

式

が

行

わ

れ

、

東

京

都

防

衛

協

会

に

多

大

な

る

協

力

と

協

会

の

育

成

・

発

展

に

貢

献

し

て

い

た

だ

い

た

方

々

に

対

し

て

大

宮

会

長

よ

り

15

名

の

方

々

に

対

し

て

表

彰

状

が

授

与

さ

れ

ま

し

た

。

15

時

よ

り

防

衛

講

演

会

が

東

京

洋

服

会

館

３

階

ジ

ェ

ン

ト

リ

ー

ホ

ー

ル

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

講

師

は

航

空

自

衛

隊

の

中

部

航

空

方

面

隊

司

令

官

門

間

政

仁

空

将

で

、

『

航

空

自

衛

隊

の

今

は

』

と

題

し

て

講

話

を

行

っ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

グ

ロ

ー

バ

ル

な

国

際

情

勢

、

我

が

国

周

辺

の

情

勢

、

宇

宙

の

状

況

、

中

国

、

北

朝

鮮

、

ロ

シ

ア

の

情

勢

、

日

米

防

衛

関

係

等

広

範

囲

に

わ

た

り

講

演

し

て

い

た

だ

く

と

共

に

、

防

衛

装

備

庁

で

勤

務

さ

れ

て

い

た

際

に

担

当

さ

れ

た

次

期

戦

闘

機

開

発

に

つ

い

て

も

紹

介

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

そ

の

後

、

会

場

を

グ

ラ

ン

ド

ヒ

ル

市

ヶ

谷

に

移

し

、

懇

親

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

懇

親

会

に

は

来

賓

と

し

て

、

陸

上

自

衛

隊

か

ら

、

・

第

1

師

団

長

鳥

海

陸

将

・

東

京

地

方

協

力

本

部

長

横

田

陸

将

補

海

上

自

衛

隊

か

ら

・

横

須

賀

地

方

総

監

部

幕

僚

長

山

口

海

将

補

・

海

上

自

衛

隊

幹

部

学

校

副

校

長

吉

岡

海

将

補

航

空

自

衛

隊

か

ら

・

横

田

基

地

司

令

細

川

１

等

空

佐

・

府

中

基

地

司

令

山

下

１

等

空

佐

東

京

地

本

協

力

団

体

か

ら

東

京

家

族

会

森

山

会

長

は

じ

め

多

く

の

方

々

に

臨

席

を

賜

り

ま

し

た

。

懇

親

会

の

途

中

で

、

相

談

役

で

あ

る

参

議

院

議

員

の

佐

藤

正

久

議

員

が

国

会

開

催

中

で

あ

る

に

も

関

わ

ら

ず

駆

け

つ

け

て

い

た

だ

き

、

心

温

ま

る

祝

辞

を

賜

る

と

と

も

に

参

加

者

と

の

交

流

を

深

め

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

懇

親

会

に

お

い

て

は

、

自

衛

隊

か

ら

参

加

し

て

い

た

だ

い

た

来

賓

の

方

々

か

ら

防

衛

協

会

に

対

す

る

感

謝

の

言

葉

を

い

た

だ

く

と

共

に

部

隊

の

近

況

等

を

紹

介

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

懇

親

会

は

昨

年

発

足

し

た

多

摩

市

防

衛

協

会

の

小

磯

会

長

の

音

頭

に

よ

る

手

拍

子

で

お

開

き

と

な

り

ま

し

た

。

●

21

世

紀

に

入

り

世

界

の

あ

ら

ゆ

る

場

所

で

潜

在

的

な

対

立

要

因

や

未

解

決

の

問

題

が

顕

在

化

し

、

武

力

紛

争

が

生

じ

、

ま

た

緊

張

が

高

ま

り

、

益

々

不

安

定

性

と

不

確

実

性

が

高

ま

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

こ

れ

ま

で

秩

序

構

築

に

大

き

な

役

割

を

演

じ

て

き

た

米

国

に

ト

ラ

ン

プ

政

権

が

誕

生

し

、

こ

れ

ま

で

築

き

上

げ

て

き

た

様

々

な

制

度

や

枠

組

み

が

崩

壊

し

、

無

秩

序

、

弱

肉

強

食

状

態

に

陥

ろ

う

と

し

て

い

ま

す

。

●

こ

の

よ

う

な

時

こ

そ

、

我

々

防

衛

協

会

は

原

点

で

あ

る

「

自

ら

の

国

は

自

ら

守

る

」

と

い

う

精

神

に

則

っ

た

活

動

を

展

開

し

て

い

く

必

要

が

あ

り

ま

す

。

我

が

国

の

防

衛

、

そ

し

て

災

害

対

処

は

防

衛

省

自

衛

隊

だ

け

で

は

為

し

得

ま

せ

ん

。

防

衛

省

自

衛

隊

は

最

後

の

砦

で

あ

り

、

先

ず

は

国

民

一

人

ひ

と

り

が

自

ら

の

構

え

を

し

っ

か

り

と

整

え

て

お

く

こ

と

が

重

要

で

す

。

そ

し

て

個

人

の

力

に

は

限

界

が

あ

り

ま

す

か

ら

自

治

会

や

防

衛

協

会

に

代

表

さ

れ

る

よ

う

な

有

志

の

集

ま

り

に

よ

る

助

け

合

い

の

枠

組

み

も

重

要

で

す

。

我

々

防

衛

協

会

と

そ

の

会

員

は

こ

の

自

助

と

共

助

の

模

範

的

存

在

で

な

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

●

第

60

回

と

な

る

総

会

を

終

え

、

令

和

７

年

度

の

活

動

の

ス

タ

ー

ト

を

切

り

ま

し

た

。

今

年

は

東

京

都

防

衛

協

会

が

発

足

し

て

60

周

年

の

節

目

の

年

と

な

り

ま

す

。

人

間

に

す

れ

ば

還

暦

に

あ

た

り

ま

す

。

ま

た

今

年

は

蛇

年

（

巳

年

）

で

あ

り

、

新

し

い

挑

戦

や

自

己

改

革

を

進

め

る

チ

ャ

ン

ス

が

あ

る

と

さ

れ

、

古

く

か

ら

縁

起

の

良

い

年

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

歴

史

的

に

も

、

文

化

や

経

済

の

変

革

が

起

こ

り

や

す

い

年

で

あ

り

、

特

に

新

し

い

自

分

に

生

ま

れ

変

わ

る

機

会

が

訪

れ

る

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

私

は

各

地

区

協

会

の

皆

様

と

共

に

東

京

都

防

衛

協

会

が

新

し

い

時

代

に

適

合

し

頼

ら

れ

る

存

在

に

な

る

よ

う

尽

力

し

ま

す

。

令

和

７

年

４

月

22

日

（

火

）

13

時

半

よ

り

、

東

京

洋

服

会

館

３

階

ジ

ェ

ン

ト

リ

ー

ホ

ー

ル

に

て

、

第

60

回

定

時

総

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

総

会

は

、

国

家

斉

唱

、

殉

職

自

衛

隊

員

及

び

物

故

会

員

に

対

す

る

黙

と

う

の

後

、

大

宮

会

長

の

挨

拶

に

引

き

続

き

福

生

市

防

衛

協

会

副

会

長

の

高

橋

章

夫

氏

を

議

長

に

選

出

し

て

議

事

を

進

行

し

ま

し

た

。

そ

の

結

果

、

総

会

に

上

程

さ

れ

た

第

１

号

議

案

「

令

和

６

年

度

事

業

報

告

」

、

第

２

号

議

案

「

令

和

６

年

度

収

支

決

算

書

」

、

第

３

号

議

案

「

令

和

７

年

度

年

度

事

業

計

画

（

案

）

」

、

第

４

号

議

案

「

令

和

７

年

度

収

支

予

算

書

（

案

）

」

、

第

５

号

議

案

役

員

人

事

（

案

）

は

い

ず

れ

も

原

案

通

り

に

議

決

さ

れ

ま

し

た

。

総

会

に

引

き

続

き

、

同

じ

ジ

ェ

ン

ト

リ

ー

ホ

ー

ル

に

て

表

彰

式

が

行

わ

れ

、

東

京

都

防

衛

協

会

に

多

大

な

る

協

力

と

協

会

の

育

成

・

発

展

に

貢

献

し

て

い

た

だ

い

た

方

々

に

対

し

て

大

宮

会

長

よ

り

15

名

の

方

々

に

対

し

て

表

彰

状

が

授

与

さ

れ

ま

し

た

。

15

時

よ

り

防

衛

講

演

会

が

東

京

洋

服

会

館

３

階

ジ

ェ

ン

ト

リ

ー

ホ

ー

ル

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

講

師

は

航

空

自

衛

隊

の

中

部

航

空

方

面

隊

司

令

官

門

間

政

仁

空

将

で

、

『

航

空

自

衛

隊

の

今

は

』

と

題

し

て

講

話

を

行

っ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

グ

ロ

ー

バ

ル

な

国

際

情

勢

、

我

が

国

周

辺

の

情

勢

、

宇

宙

の

状

況

、

中

国

、

北

朝

鮮

、

ロ

シ

ア

の

情

勢

、

日

米

防

衛

関

係

等

広

範

囲

に

わ

た

り

講

演

し

て

い

た

だ

く

と

共

に

、

防

衛

装

備

庁

で

勤

務

さ

れ

て

い

た

際

に

担

当

さ

れ

た

次

期

戦

闘

機

開

発

に

つ

い

て

も

紹

介

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

そ

の

後

、

会

場

を

グ

ラ

ン

ド

ヒ

ル

市

ヶ

谷

に

移

し

、

懇

親

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

懇

親

会

に

は

来

賓

と

し

て

、

陸

上

自

衛

隊

か

ら

、

・

第

1

師

団

長

鳥

海

陸

将

・

東

京

地

方

協

力

本

部

長

横

田

陸

将

補

海

上

自

衛

隊

か

ら

・

横

須

賀

地

方

総

監

部

幕

僚

長

山

口

海

将

補

・

海

上

自

衛

隊

幹

部

学

校

副

校

長

吉

岡

海

将

補

航

空

自

衛

隊

か

ら

・

横

田

基

地

司

令

細

川

１

等

空

佐

・

府

中

基

地

司

令

山

下

１

等

空

佐

東

京

地

本

協

力

団

体

か

ら

東

京

家

族

会

森

山

会

長

は

じ

め

多

く

の

方

々

に

臨

席

を

賜

り

ま

し

た

。

懇

親

会

の

途

中

で

、

相

談

役

で

あ

る

参

議

院

議

員

の

佐

藤

正

久

議

員

が

国

会

開

催

中

で

あ

る

に

も

関

わ

ら

ず

駆

け

つ

け

て

い

た

だ

き

、

心

温

ま

る

祝

辞

を

賜

る

と

と

も

に

参

加

者

と

の

交

流

を

深

め

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

懇

親

会

に

お

い

て

は

、

自

衛

隊

か

ら

参

加

し

て

い

た

だ

い

た

来

賓

の

方

々

か

ら

防

衛

協

会

に

対

す

る

感

謝

の

言

葉

を

い

た

だ

く

と

共

に

部

隊

の

近

況

等

を

紹

介

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

懇

親

会

は

昨

年

発

足

し

た

多

摩

市

防

衛

協

会

の

小

磯

会

長

の

音

頭

に

よ

る

手

拍

子

で

お

開

き

と

な

り

ま

し

た

。

●

21

世

紀

に

入

り

世

界

の

あ

ら

ゆ

る

場

所

で

潜

在

的

な

対

立

要

因

や

未

解

決

の

問

題

が

顕

在

化

し

、

武

力

紛

争

が

生

じ

、

ま

た

緊

張

が

高

ま

り

、

益

々

不

安

定

性

と

不

確

実

性

が

高

ま

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

こ

れ

ま

で

秩

序

構

築

に

大

き

な

役

割

を

演

じ

て

き

た

米

国

に

ト

ラ

ン

プ

政

権

が

誕

生

し

、

こ

れ

ま

で

築

き

上

げ

て

き

た

様

々

な

制

度

や

枠

組

み

が

崩

壊

し

、

無

秩

序

、

弱

肉

強

食

状

態

に

陥

ろ

う

と

し

て

い

ま

す

。

●

こ

の

よ

う

な

時

こ

そ

、

我

々

防

衛

協

会

は

原

点

で

あ

る

「

自

ら

の

国

は

自

ら

守

る

」

と

い

う

精

神

に

則

っ

た

活

動

を

展

開

し

て

い

く

必

要

が

あ

り

ま

す

。

我

が

国

の

防

衛

、

そ

し

て

災

害

対

処

は

防

衛

省

自

衛

隊

だ

け

で

は

為

し

得

ま

せ

ん

。

防

衛

省

自

衛

隊

は

最

後

の

砦

で

あ

り

、

先

ず

は

国

民

一

人

ひ

と

り

が

自

ら

の

構

え

を

し

っ

か

り

と

整

え

て

お

く

こ

と

が

重

要

で

す

。

そ

し

て

個

人

の

力

に

は

限

界

が

あ

り

ま

す

か

ら

自

治

会

や

防

衛

協

会

に

代

表

さ

れ

る

よ

う

な

有

志

の

集

ま

り

に

よ

る

助

け

合

い

の

枠

組

み

も

重

要

で

す

。

我

々

防

衛

協

会

と

そ

の

会

員

は

こ

の

自

助

と

共

助

の

模

範

的

存

在

で

な

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

●

第

60

回

と

な

る

総

会

を

終

え

、

令

和

７

年

度

の

活

動

の

ス

タ

ー

ト

を

切

り

ま

し

た

。

今

年

は

東

京

都

防

衛

協

会

が

発

足

し

て

60

周

年

の

節

目

の

年

と

な

り

ま

す

。

人

間

に

す

れ

ば

還

暦

に

あ

た

り

ま

す

。

ま

た

今

年

は

蛇

年

（

巳

年

）

で

あ

り

、

新

し

い

挑

戦

や

自

己

改

革

を

進

め

る

チ

ャ

ン

ス

が

あ

る

と

さ

れ

、

古

く

か

ら

縁

起

の

良

い

年

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

歴

史

的

に

も

、

文

化

や

経

済

の

変

革

が

起

こ

り

や

す

い

年

で

あ

り

、

特

に

新

し

い

自

分

に

生

ま

れ

変

わ

る

機

会

が

訪

れ

る

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

私

は

各

地

区

協

会

の

皆

様

と

共

に

東

京

都

防

衛

協

会

が

新

し

い

時

代

に

適

合

し

頼

ら

れ

る

存

在

に

な

る

よ

う

尽

力

し

ま

す

。

挨拶する大宮会長挨拶する大宮会長

講演する門間空将講演する門間空将

皆

さ

ん

ご

存

じ

の

通

り

安

全

保

障

政

策

に

関

わ

る

三

文

書

の

一

つ

『

防

衛

力

整

備

計

画

』

は

、

「

防

衛

力

の

水

準

」

と

「

５

年

の

経

費

の

総

額

」

を

統

合

し

た

整

備

計

画

で

あ

り

、

今

般

の

防

衛

力

整

備

計

画

で

は

、

『

国

家

防

衛

戦

略

』

中

に

あ

る

「

防

衛

力

の

抜

本

的

強

化

に

あ

た

っ

て

重

視

す

る

能

力

」

と

し

て

7

つ

の

機

能

・

能

力

を

具

体

化

し

て

い

ま

す

。

そ

の

一

つ

が

、

「

持

続

性

・

強

靭

性

の

強

化

」

で

す

。

「

持

続

性

・

強

靭

化

」

は

、

他

の

機

能

・

能

力

に

比

し

理

解

が

難

し

い

と

の

声

を

耳

に

し

ま

す

。

し

か

し

、

防

衛

力

整

備

計

画

の

５

年

間

の

整

備

規

模

を

見

ま

す

と

、

①

弾

薬

・

誘

導

弾

の

増

加

、

②

主

要

装

備

が

最

大

限

可

動

す

る

体

制

の

確

保

、

③

有

事

に

備

え

、

主

要

な

防

衛

施

設

の

強

靭

化

、

④

保

管

に

必

要

な

弾

薬

庫

等

の

確

保

と

定

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

（

お

お

む

ね

10

年

後

は

こ

れ

ら

を

さ

ら

に

充

実

す

る

こ

と

を

目

標

に

し

て

い

ま

す

。

）

即

ち

、

「

持

続

性

・

強

靭

化

」

は

、

一

朝

有

事

の

秋

に

備

え

か

つ

抑

止

力

を

最

大

限

に

発

揮

す

る

た

め

の

基

盤

の

整

備

・

継

戦

能

力

の

確

保

の

具

体

化

と

い

え

ま

す

。

ウ

ク

ラ

イ

ナ

戦

争

に

見

る

通

り

、

戦

闘

行

動

で

は

戦

闘

力

・

資

源

の

消

耗

や

損

害

に

よ

り

戦

闘

力

が

低

下

す

る

わ

け

で

す

が

、

国

家

防

衛

の

た

め

に

は

戦

勝

を

勝

ち

取

る

ま

で

の

戦

闘

力

・

資

源

が

必

要

な

こ

と

は

明

白

で

す

（

同

志

国

等

の

支

援

が

あ

る

の

と

は

い

え

自

国

の

努

力

が

必

要

不

可

欠

で

す

）

。

ま

た

、

日

本

陸

海

軍

の

経

済

史

的

分

析

で

Ｗ

Ｗ

Ⅱ

当

時

の

継

戦

能

力

を

試

算

し

た

著

書

「

戦

時

経

済

体

制

の

構

想

と

展

開

」

や

石

原

莞

爾

が

行

っ

た

国

力

計

算

を

垣

間

見

る

「

世

界

最

終

戦

争

論

」

等

を

見

れ

ば

、

軍

事

的

に

は

国

力

就

中

継

戦

能

力

に

よ

り

そ

の

行

動

が

規

定

さ

れ

る

こ

と

は

今

更

い

う

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

上

記

の

点

か

ら

、

①

と

④

は

、

冷

戦

期

が

長

い

平

和

で

あ

っ

た

と

い

う

ア

イ

ロ

ニ

ー

と

防

衛

費

の

Ｇ

Ｄ

Ｐ

に

占

め

る

割

合

論

争

の

結

果

、

頗

る

抑

制

下

に

防

衛

力

整

備

が

な

さ

れ

て

き

ま

し

た

が

、

も

は

や

有

事

と

言

え

る

戦

略

環

境

に

合

わ

せ

て

将

来

想

定

さ

れ

る

領

域

横

断

作

戦

に

お

い

て

も

、

抑

止

力

が

機

能

し

、

万

が

一

の

時

は

有

効

に

対

処

で

き

る

継

戦

能

力

を

確

保

す

る

こ

と

が

急

務

で

あ

る

と

の

認

識

で

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

一

方

、

我

の

打

撃

力

を

増

強

し

/

そ

の

消

耗

や

損

害

を

局

限

す

る

努

力

こ

そ

が

②

と

③

に

集

約

さ

れ

て

い

ま

す

。

②

で

い

え

ば

、

こ

れ

ま

で

の

安

全

保

障

環

境

下

で

生

じ

た

部

品

不

足

等

に

よ

る

装

備

品

の

非

可

動

の

改

善

、

③

で

い

え

ば

、

重

要

装

備

品

の

防

護

設

備

等

の

設

置

、

滑

走

路

や

港

湾

等

が

破

壊

さ

れ

た

時

の

応

急

復

旧

能

力

の

強

化

、

作

戦

の

後

拠

と

な

る

基

地

・

駐

屯

地

等

の

整

備

等

々

が

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

戦

闘

力

が

有

形

、

無

形

の

戦

闘

力

に

区

分

さ

れ

る

こ

と

か

ら

、

隊

員

の

勤

務

環

境

の

改

善

な

ど

も

③

に

含

ま

れ

ま

す

。

更

に

は

、

人

的

戦

闘

力

の

持

続

性

・

強

靭

化

の

一

環

と

し

て

人

的

損

耗

を

予

防

、

対

処

す

る

衛

生

等

も

予

算

内

区

分

こ

そ

異

な

り

ま

す

が

、

こ

れ

に

含

ま

れ

る

こ

と

は

言

う

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

我

が

国

の

防

衛

力

は

、

軍

事

的

正

面

の

み

な

ら

ず

あ

ら

ゆ

る

正

面

で

同

盟

国

や

同

志

国

他

と

の

協

同

に

よ

る

抑

止

を

第

一

義

に

、

い

ざ

と

い

う

時

の

実

効

性

あ

る

対

処

に

よ

り

構

成

さ

れ

て

い

る

の

は

紛

れ

も

な

い

事

実

で

あ

り

、

軍

事

的

に

は

統

合

・

連

合

を

前

提

と

し

て

警

戒

監

視

活

動

、

国

際

貢

献

活

動

、

各

種

演

習

・

訓

練

が

実

施

さ

れ

て

い

ま

す

。

そ

れ

を

支

え

る

の

は

我

々

国

民

で

あ

り

、

安

全

保

障

政

策

、

特

に

防

衛

力

整

備

計

画

へ

の

正

し

い

理

解

と

支

援

が

今

ま

さ

に

求

め

ら

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

皆

さ

ん

ご

存

じ

の

通

り

安

全

保

障

政

策

に

関

わ

る

三

文

書

の

一

つ

『

防

衛

力

整

備

計

画

』

は

、

「

防

衛

力

の

水

準

」

と

「

５

年

の

経

費

の

総

額

」

を

統

合

し

た

整

備

計

画

で

あ

り

、

今

般

の

防

衛

力

整

備

計

画

で

は

、

『

国

家

防

衛

戦

略

』

中

に

あ

る

「

防

衛

力

の

抜

本

的

強

化

に

あ

た

っ

て

重

視

す

る

能

力

」

と

し

て

7

つ

の

機

能

・

能

力

を

具

体

化

し

て

い

ま

す

。

そ

の

一

つ

が

、

「

持

続

性

・

強

靭

性

の

強

化

」

で

す

。

「

持

続

性

・

強

靭

化

」

は

、

他

の

機

能

・

能

力

に

比

し

理

解

が

難

し

い

と

の

声

を

耳

に

し

ま

す

。

し

か

し

、

防

衛

力

整

備

計

画

の

５

年

間

の

整

備

規

模

を

見

ま

す

と

、

①

弾

薬

・

誘

導

弾

の

増

加

、

②

主

要

装

備

が

最

大

限

可

動

す

る

体

制

の

確

保

、

③

有

事

に

備

え

、

主

要

な

防

衛

施

設

の

強

靭

化

、

④

保

管

に

必

要

な

弾

薬

庫

等

の

確

保

と

定

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

（

お

お

む

ね

10

年

後

は

こ

れ

ら

を

さ

ら

に

充

実

す

る

こ

と

を

目

標

に

し

て

い

ま

す

。

）

即

ち

、

「

持

続

性

・

強

靭

化

」

は

、

一

朝

有

事

の

秋

に

備

え

か

つ

抑

止

力

を

最

大

限

に

発

揮

す

る

た

め

の

基

盤

の

整

備

・

継

戦

能

力

の

確

保

の

具

体

化

と

い

え

ま

す

。

ウ

ク

ラ

イ

ナ

戦

争

に

見

る

通

り

、

戦

闘

行

動

で

は

戦

闘

力

・

資

源

の

消

耗

や

損

害

に

よ

り

戦

闘

力

が

低

下

す

る

わ

け

で

す

が

、

国

家

防

衛

の

た

め

に

は

戦

勝

を

勝

ち

取

る

ま

で

の

戦

闘

力

・

資

源

が

必

要

な

こ

と

は

明

白

で

す

（

同

志

国

等

の

支

援

が

あ

る

の

と

は

い

え

自

国

の

努

力

が

必

要

不

可

欠

で

す

）

。

ま

た

、

日

本

陸

海

軍

の

経

済

史

的

分

析

で

Ｗ

Ｗ

Ⅱ

当

時

の

継

戦

能

力

を

試

算

し

た

著

書

「

戦

時

経

済

体

制

の

構

想

と

展

開

」

や

石

原

莞

爾

が

行

っ

た

国

力

計

算

を

垣

間

見

る

「

世

界

最

終

戦

争

論

」

等

を

見

れ

ば

、

軍

事

的

に

は

国

力

就

中

継

戦

能

力

に

よ

り

そ

の

行

動

が

規

定

さ

れ

る

こ

と

は

今

更

い

う

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

上

記

の

点

か

ら

、

①

と

④

は

、

冷

戦

期

が

長

い

平

和

で

あ

っ

た

と

い

う

ア

イ

ロ

ニ

ー

と

防

衛

費

の

Ｇ

Ｄ

Ｐ

に

占

め

る

割

合

論

争

の

結

果

、

頗

る

抑

制

下

に

防

衛

力

整

備

が

な

さ

れ

て

き

ま

し

た

が

、

も

は

や

有

事

と

言

え

る

戦

略

環

境

に

合

わ

せ

て

将

来

想

定

さ

れ

る

領

域

横

断

作

戦

に

お

い

て

も

、

抑

止

力

が

機

能

し

、

万

が

一

の

時

は

有

効

に

対

処

で

き

る

継

戦

能

力

を

確

保

す

る

こ

と

が

急

務

で

あ

る

と

の

認

識

で

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

一

方

、

我

の

打

撃

力

を

増

強

し

/

そ

の

消

耗

や

損

害

を

局

限

す

る

努

力

こ

そ

が

②

と

③

に

集

約

さ

れ

て

い

ま

す

。

②

で

い

え

ば

、

こ

れ

ま

で

の

安

全

保

障

環

境

下

で

生

じ

た

部

品

不

足

等

に

よ

る

装

備

品

の

非

可

動

の

改

善

、

③

で

い

え

ば

、

重

要

装

備

品

の

防

護

設

備

等

の

設

置

、

滑

走

路

や

港

湾

等

が

破

壊

さ

れ

た

時

の

応

急

復

旧

能

力

の

強

化

、

作

戦

の

後

拠

と

な

る

基

地

・

駐

屯

地

等

の

整

備

等

々

が

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

戦

闘

力

が

有

形

、

無

形

の

戦

闘

力

に

区

分

さ

れ

る

こ

と

か

ら

、

隊

員

の

勤

務

環

境

の

改

善

な

ど

も

③

に

含

ま

れ

ま

す

。

更

に

は

、

人

的

戦

闘

力

の

持

続

性

・

強

靭

化

の

一

環

と

し

て

人

的

損

耗

を

予

防

、

対

処

す

る

衛

生

等

も

予

算

内

区

分

こ

そ

異

な

り

ま

す

が

、

こ

れ

に

含

ま

れ

る

こ

と

は

言

う

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

我

が

国

の

防

衛

力

は

、

軍

事

的

正

面

の

み

な

ら

ず

あ

ら

ゆ

る

正

面

で

同

盟

国

や

同

志

国

他

と

の

協

同

に

よ

る

抑

止

を

第

一

義

に

、

い

ざ

と

い

う

時

の

実

効

性

あ

る

対

処

に

よ

り

構

成

さ

れ

て

い

る

の

は

紛

れ

も

な

い

事

実

で

あ

り

、

軍

事

的

に

は

統

合

・

連

合

を

前

提

と

し

て

警

戒

監

視

活

動

、

国

際

貢

献

活

動

、

各

種

演

習

・

訓

練

が

実

施

さ

れ

て

い

ま

す

。

そ

れ

を

支

え

る

の

は

我

々

国

民

で

あ

り

、

安

全

保

障

政

策

、

特

に

防

衛

力

整

備

計

画

へ

の

正

し

い

理

解

と

支

援

が

今

ま

さ

に

求

め

ら

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

「

防

衛

力

の

抜

本

的

共

感

に

あ

た

っ

て

重

視

す

る

能

力

持

続

性

・

強

靭

化

に

つ

い

て

」

～～～～

「

名

誉

と

独

立

を

好

む

国

民

は

、

全

て

自

国

の

平

和

と

安

全

は

、

自

分

自

身

の

剣

に

よ

る

こ

と

を

意

識

す

べ

き

で

あ

る

。

（

O.

ビ

ス

マ

ル

ク

）

～

東

京

都

防

衛

協

会

常

任

理

事

前

田

忠

男

「

防

衛

力

の

抜

本

的

共

感

に

あ

た

っ

て

重

視

す

る

能

力

持

続

性

・

強

靭

化

に

つ

い

て

」

～～～～

「

名

誉

と

独

立

を

好

む

国

民

は

、

全

て

自

国

の

平

和

と

安

全

は

、

自

分

自

身

の

剣

に

よ

る

こ

と

を

意

識

す

べ

き

で

あ

る

。

（

O.

ビ

ス

マ

ル

ク

）

～

東

京

都

防

衛

協

会

常

任

理

事

前

田

忠

男

防衛サロン防衛サロン

・

昭

島

市

森

田

久

夫

様

小

山

モ

ト

子

様

・

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区山

口

幸

男

様

・

あ

き

る

野

市

五

日

市

下

野

吉

夫

様

・

青

梅

市

安

藤

有

様

原

嶋

邦

彰

様

・

奥

多

摩

町

清

水

俊

夫

様

・

小

平

市

永

田

政

弘

様

・

立

川

市

石

川

善

朗

様

豊

泉

喜

一

様

・

西

東

京

市

平

井

勝

様

加

藤

幸

恵

様

・

八

王

子

市

渡

邊

威

典

様

・

東

久

留

米

市

今

井

良

治

様

・

日

野

市

奥

住

匡

人

様

・

昭

島

市

森

田

久

夫

様

小

山

モ

ト

子

様

・

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区山

口

幸

男

様

・

あ

き

る

野

市

五

日

市

下

野

吉

夫

様

・

青

梅

市

安

藤

有

様

原

嶋

邦

彰

様

・

奥

多

摩

町

清

水

俊

夫

様

・

小

平

市

永

田

政

弘

様

・

立

川

市

石

川

善

朗

様

豊

泉

喜

一

様

・

西

東

京

市

平

井

勝

様

加

藤

幸

恵

様

・

八

王

子

市

渡

邊

威

典

様

・

東

久

留

米

市

今

井

良

治

様

・

日

野

市

奥

住

匡

人

様

第

60

回

定

時

総

会

等

の

開

催

第

60

回

定

時

総

会

等

の

開

催

表

彰

状

受

賞

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

表

彰

状

受

賞

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

東東東東

京京京京

都都都都

防防防防

衛衛衛衛

協協協協

会会会会

がががが

新新新新

しししし

いいいい

時時時時

代代代代

にににに

適適適適

合合合合

しししし

頼頼頼頼

らららら

れれれれ

るるるる

存存存存

在在在在

にににに

なななな

ろろろろ

うううう

！！！！

東東東東

京京京京

都都都都

防防防防

衛衛衛衛

協協協協

会会会会

がががが

新新新新

しししし

いいいい

時時時時

代代代代

にににに

適適適適

合合合合

しししし

頼頼頼頼

らららら

れれれれ

るるるる

存存存存

在在在在

にににに

なななな

ろろろろ

うううう

！！！！

大

宮

会

長

挨

拶

要

旨

大

宮

会

長

挨

拶

要

旨



小

雨

の

降

る

師

団

の

創

立

記

念

行

事

で

整

列

す

る

新

隊

員

の

中

に

、

見

慣

れ

た

背

中

が

一

つ

混

じ

っ

て

い

ま

し

た

。

つ

い

最

近

ま

で

、

進

路

に

迷

い

な

が

ら

過

ご

し

て

い

た

息

子

が

、

今

は

私

と

同

じ

制

服

に

身

を

包

み

、

同

じ

空

の

下

で

立

っ

て

い

る

の

で

す

。

高

校

を

卒

業

し

た

あ

と

、

息

子

は

進

路

を

決

め

ら

れ

ず

、

一

年

間

、

自

分

と

向

き

合

う

時

間

を

選

び

ま

し

た

。

焦

る

気

持

ち

も

あ

っ

た

だ

ろ

う

。

周

り

が

ど

ん

ど

ん

進

ん

で

い

く

な

か

で

、

何

か

に

急

か

さ

れ

る

よ

う

な

思

い

も

抱

え

て

い

た

の

で

は

と

思

い

ま

す

。

そ

れ

で

も

、

私

は

何

も

言

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

い

や

、

言

え

な

か

っ

た

と

い

う

の

が

正

直

な

と

こ

ろ

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

人

に

は

、

そ

れ

ぞ

れ

自

分

の

ペ

ー

ス

が

あ

り

ま

す

し

、

何

も

見

え

な

い

時

こ

そ

、

大

切

な

時

間

だ

と

思

っ

た

か

ら

で

す

。

そ

ん

な

あ

る

日

、

「

自

衛

隊

っ

て

ど

う

な

ん

だ

ろ

う

」

と

、

息

子

が

ぽ

つ

り

と

聞

い

て

き

ま

し

た

。

「

自

衛

隊

に

は

、

い

ろ

ん

な

職

種

が

あ

る

。

向

い

て

る

か

ど

う

か

は

、

や

っ

て

み

な

き

ゃ

わ

か

ら

ん

。

社

会

の

縮

図

み

た

い

な

も

ん

だ

。

学

ぶ

こ

と

は

多

い

ぞ

」

と

だ

け

息

子

に

は

伝

え

ま

し

た

。

無

理

に

勧

め

る

つ

も

り

は

な

か

っ

た

の

で

す

が

、

息

子

の

目

に

小

さ

な

光

が

灯

っ

た

気

が

し

ま

し

た

。

そ

し

て

今

、

着

隊

し

て

わ

ず

か

だ

が

厳

し

い

訓

練

に

揉

ま

れ

な

が

ら

、

息

子

は

新

隊

員

と

し

て

必

死

に

踏

ん

張

っ

て

い

ま

す

。

慣

れ

な

い

環

境

で

、

規

律

や

仲

間

と

の

関

係

に

戸

惑

い

な

が

ら

も

、

一

歩

一

歩

前

に

進

ん

で

い

ま

す

。

整

列

の

時

、

ふ

と

目

が

合

っ

た

あ

い

つ

は

表

情

を

変

え

ず

、

で

も

小

さ

く

う

な

ず

き

ま

し

た

。

私

も

、

そ

れ

に

静

か

に

応

え

ま

し

た

。

多

く

は

語

ら

な

い

。

で

も

、

親

子

だ

か

ら

こ

そ

通

じ

る

も

の

が

あ

る

と

思

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

先

、

息

子

が

ど

ん

な

進

路

を

選

ぶ

の

か

、

そ

れ

は

ま

だ

わ

か

り

ま

せ

ん

。

け

れ

ど

自

ら

考

え

、

動

き

、

迷

い

な

が

ら

も

自

分

の

手

と

足

で

進

ん

で

い

け

る

力

を

、

こ

こ

で

身

に

つ

け

て

く

れ

た

ら

そ

れ

で

い

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

今

日

、

互

い

に

同

じ

制

服

で

並

び

国

防

の

任

に

着

い

た

こ

の

日

を

、

私

は

き

っ

と

忘

れ

ま

せ

ん

。

師

団

は

３

月

29

日

に

、

先

の

大

戦

末

期

に

激

戦

地

と

な

っ

た

硫

黄

島

で

実

施

さ

れ

た

、

令

和

６

年

度

日

米

硫

黄

島

戦

没

者

合

同

慰

霊

追

悼

顕

彰

式

に

第

１

普

通

科

連

隊

か

ら

旗

衛

隊

及

び

儀

じ

ょ

う

隊

を

派

遣

し

た

。

硫

黄

島

で

の

慰

霊

追

悼

顕

彰

式

は

、

戦

後

50

年

の

平

成

７

年

に

日

米

友

好

を

目

的

に

始

ま

り

今

日

ま

で

続

い

て

き

た

。

本

年

は

戦

後

80

年

の

節

目

で

あ

り

、

本

年

は

儀

じ

ょ

う

隊

も

参

加

し

、

日

米

再

会

記

念

碑

前

に

て

硫

黄

島

の

戦

い

の

戦

没

者

を

慰

霊

す

る

と

と

も

に

、

日

米

の

友

好

と

恒

久

平

和

を

祈

念

し

た

。

参

加

し

た

隊

員

は

先

人

へ

の

追

悼

の

意

を

胸

に

参

列

し

、

国

難

に

命

を

捧

げ

た

日

米

両

国

の

戦

没

者

の

冥

福

を

祈

っ

た

。ま

た

両

国

の

旗

衛

隊

及

び

儀

じ

ょ

う

隊

は

記

念

碑

の

前

に

お

い

て

、

日

米

友

好

と

恒

久

平

和

を

誓

う

固

い

握

手

と

絆

を

深

め

た

。

第

１

師

団

司

令

部

広

報

班

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

八

王

子

地

域

事

務

所

（

所

長

森

３

陸

佐

）

は

４

月

24

日

、

中

央

大

学

に

お

い

て

、

防

衛

研

究

所

国

際

交

流

企

画

官

の

石

渡

１

空

佐

を

招

聘

し

防

衛

講

話

を

実

施

し

た

。

「

我

が

国

の

安

全

保

障

と

防

衛

外

交

」

と

題

さ

れ

た

こ

の

講

話

は

、

石

渡

１

空

佐

が

北

大

西

洋

条

約

機

構

（

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

）

日

本

政

府

代

表

部

参

事

官

兼

防

衛

駐

在

官

と

し

て

の

勤

務

や

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

国

防

大

学

へ

の

留

学

経

験

に

基

づ

く

内

容

で

、

大

学

二

年

生

を

対

象

に

、

約

１

時

間

実

施

さ

れ

た

。

講

話

で

は

、

わ

が

国

の

安

全

保

障

政

策

や

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

概

要

に

つ

い

て

の

説

明

に

加

え

、

石

渡

１

空

佐

が

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

本

部

に

お

い

て

防

衛

駐

在

官

と

し

て

様

々

な

仕

事

の

経

験

談

を

も

と

に

、

欧

州

に

お

け

る

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

の

任

務

、

戦

略

的

位

置

づ

け

等

に

つ

い

て

も

説

明

し

、

普

段

聞

く

こ

と

の

で

き

な

い

防

衛

外

交

の

現

場

で

起

き

て

い

る

迫

力

の

あ

る

内

容

を

、

参

加

し

た

学

生

は

興

味

深

く

聴

講

し

て

い

た

。

質

疑

応

答

で

は

、

学

生

か

ら

防

衛

政

策

や

欧

州

安

全

保

障

か

ら

現

地

で

の

生

活

ま

で

幅

広

い

分

野

で

の

質

問

が

寄

せ

ら

れ

、

そ

れ

ら

に

対

し

丁

寧

に

わ

か

り

や

す

く

回

答

し

た

。

講

話

の

最

後

に

は

、

平

素

に

お

け

る

「

防

衛

外

交

」

の

重

要

性

、

幹

部

自

衛

官

と

し

て

勤

務

す

る

こ

と

の

魅

力

、

そ

の

キ

ャ

リ

ア

パ

ス

の

中

で

チ

ャ

レ

ン

ジ

す

る

者

に

は

多

く

の

チ

ャ

ン

ス

が

あ

る

こ

と

を

強

調

し

た

。

今

回

の

講

話

を

通

じ

、

参

加

し

た

大

学

生

に

は

防

衛

省

・

自

衛

隊

へ

の

理

解

促

進

が

図

れ

た

。

八

王

子

地

域

事

務

所

は

、

今

後

も

大

学

等

で

の

職

業

説

明

会

、

防

衛

講

話

等

を

通

じ

て

自

衛

隊

の

活

動

に

つ

い

て

認

知

向

上

を

図

り

志

願

化

を

推

進

し

て

い

く

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

立

川

出

張

所

（

所

長

星

２

陸

尉

）

）

は

４

月

29

日

、

東

京

都

立

川

市

国

営

昭

和

記

念

公

園

ふ

れ

あ

い

広

場

に

お

い

て

、

み

ど

り

の

フ

ィ

ー

ル

ド

コ

ン

サ

ー

ト

に

参

加

し

た

。

東

京

立

川

ロ

ー

タ

リ

ー

ク

ラ

ブ

が

主

催

す

る

こ

の

イ

ベ

ン

ト

は

、

海

上

自

衛

隊

東

京

音

楽

隊

に

よ

る

野

外

コ

ン

サ

ー

ト

に

併

せ

、

海

上

自

衛

隊

（

横

須

賀

基

地

）

及

び

陸

上

自

衛

隊

（

第

１

後

方

支

援

連

隊

）

の

装

備

品

展

示

や

広

報

ブ

ー

ス

に

よ

る

自

衛

隊

の

紹

介

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

海

上

自

衛

隊

ブ

ー

ス

で

は

、

南

極

の

氷

に

南

極

の

石

、

記

念

缶

バ

ッ

チ

が

、

陸

上

自

衛

隊

ブ

ー

ス

に

お

い

て

は

、

１

/

２

ｔ

ト

ラ

ッ

ク

や

宿

営

用

天

幕

な

ど

、

様

々

な

工

夫

を

凝

ら

し

た

装

備

品

展

示

等

に

よ

り

会

場

を

大

い

に

盛

り

上

げ

た

。

来

場

者

は

、

演

奏

を

楽

し

み

な

が

ら

間

近

に

見

た

り

触

れ

る

な

ど

し

て

装

備

品

等

に

目

を

輝

か

せ

て

い

た

。

ま

た

、

今

回

は

心

の

交

流

を

目

玉

と

し

て

「

音

楽

隊

へ

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

届

け

よ

う

！

」

と

い

う

コ

ー

ナ

ー

が

設

け

ら

れ

、

「

ま

た

、

聴

き

た

い

！

」

「

素

敵

な

音

楽

を

あ

り

が

と

う

」

「

と

て

も

か

っ

こ

良

か

っ

た

」

等

、

イ

ラ

ス

ト

や

多

く

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

寄

せ

ら

れ

た

。

記

念

の

音

楽

隊

ス

テ

ッ

カ

ー

を

手

渡

す

と

、

す

ぐ

に

携

帯

ケ

ー

ス

等

に

貼

り

付

け

、

恥

ず

か

し

そ

う

に

見

せ

て

く

れ

る

子

供

も

い

た

。

立

川

出

張

所

は

、

装

備

品

展

示

協

力

部

隊

は

勿

論

、

音

楽

隊

や

他

幕

広

報

と

も

連

携

を

取

り

な

が

ら

、

地

域

の

方

々

と

の

交

流

を

大

切

に

し

、

来

場

者

に

「

自

衛

官

と

出

会

え

て

良

か

っ

た

」

「

楽

し

か

っ

た

」

と

記

憶

・

心

に

残

る

取

り

組

み

を

通

じ

、

自

衛

隊

の

魅

力

発

信

と

と

も

に

募

集

業

務

に

邁

進

し

て

い

く

。

東

京

地

本

渉

外

広

報

班

小

雨

の

降

る

師

団

の

創

立

記

念

行

事

で

整

列

す

る

新

隊

員

の

中

に

、

見

慣

れ

た

背

中

が

一

つ

混

じ

っ

て

い

ま

し

た

。

つ

い

最

近

ま

で

、

進

路

に

迷

い

な

が

ら

過

ご

し

て

い

た

息

子

が

、

今

は

私

と

同

じ

制

服

に

身

を

包

み

、

同

じ

空

の

下

で

立

っ

て

い

る

の

で

す

。

高

校

を

卒

業

し

た

あ

と

、

息

子

は

進

路

を

決

め

ら

れ

ず

、

一

年

間

、

自

分

と

向

き

合

う

時

間

を

選

び

ま

し

た

。

焦

る

気

持

ち

も

あ

っ

た

だ

ろ

う

。

周

り

が

ど

ん

ど

ん

進

ん

で

い

く

な

か

で

、

何

か

に

急

か

さ

れ

る

よ

う

な

思

い

も

抱

え

て

い

た

の

で

は

と

思

い

ま

す

。

そ

れ

で

も

、

私

は

何

も

言

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

い

や

、

言

え

な

か

っ

た

と

い

う

の

が

正

直

な

と

こ

ろ

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

人

に

は

、

そ

れ

ぞ

れ

自

分

の

ペ

ー

ス

が

あ

り

ま

す

し

、

何

も

見

え

な

い

時

こ

そ

、

大

切

な

時

間

だ

と

思

っ

た

か

ら

で

す

。

そ

ん

な

あ

る

日

、

「

自

衛

隊

っ

て

ど

う

な

ん

だ

ろ

う

」

と

、

息

子

が

ぽ

つ

り

と

聞

い

て

き

ま

し

た

。

「

自

衛

隊

に

は

、

い

ろ

ん

な

職

種

が

あ

る

。

向

い

て

る

か

ど

う

か

は

、

や

っ

て

み

な

き

ゃ

わ

か

ら

ん

。

社

会

の

縮

図

み

た

い

な

も

ん

だ

。

学

ぶ

こ

と

は

多

い

ぞ

」

と

だ

け

息

子

に

は

伝

え

ま

し

た

。

無

理

に

勧

め

る

つ

も

り

は

な

か

っ

た

の

で

す

が

、

息

子

の

目

に

小

さ

な

光

が

灯

っ

た

気

が

し

ま

し

た

。

そ

し

て

今

、

着

隊

し

て

わ

ず

か

だ

が

厳

し

い

訓

練

に

揉

ま

れ

な

が

ら

、

息

子

は

新

隊

員

と

し

て

必

死

に

踏

ん

張

っ

て

い

ま

す

。

慣

れ

な

い

環

境

で

、

規

律

や

仲

間

と

の

関

係

に

戸

惑

い

な

が

ら

も

、

一

歩

一

歩

前

に

進

ん

で

い

ま

す

。

整

列

の

時

、

ふ

と

目

が

合

っ

た

あ

い

つ

は

表

情

を

変

え

ず

、

で

も

小

さ

く

う

な

ず

き

ま

し

た

。

私

も

、

そ

れ

に

静

か

に

応

え

ま

し

た

。

多

く

は

語

ら

な

い

。

で

も

、

親

子

だ

か

ら

こ

そ

通

じ

る

も

の

が

あ

る

と

思

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

先

、

息

子

が

ど

ん

な

進

路

を

選

ぶ

の

か

、

そ

れ

は

ま

だ

わ

か

り

ま

せ

ん

。

け

れ

ど

自

ら

考

え

、

動

き

、

迷

い

な

が

ら

も

自

分

の

手

と

足

で

進

ん

で

い

け

る

力

を

、

こ

こ

で

身

に

つ

け

て

く

れ

た

ら

そ

れ

で

い

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

今

日

、

互

い

に

同

じ

制

服

で

並

び

国

防

の

任

に

着

い

た

こ

の

日

を

、

私

は

き

っ

と

忘

れ

ま

せ

ん

。

師

団

は

３

月

29

日

に

、

先

の

大

戦

末

期

に

激

戦

地

と

な

っ

た

硫

黄

島

で

実

施

さ

れ

た

、

令

和

６

年

度

日

米

硫

黄

島

戦

没

者

合

同

慰

霊

追

悼

顕

彰

式

に

第

１

普

通

科

連

隊

か

ら

旗

衛

隊

及

び

儀

じ

ょ

う

隊

を

派

遣

し

た

。

硫

黄

島

で

の

慰

霊

追

悼

顕

彰

式

は

、

戦

後

50

年

の

平

成

７

年

に

日

米

友

好

を

目

的

に

始

ま

り

今

日

ま

で

続

い

て

き

た

。

本

年

は

戦

後

80

年

の

節

目

で

あ

り

、

本

年

は

儀

じ

ょ

う

隊

も

参

加

し

、

日

米

再

会

記

念

碑

前

に

て

硫

黄

島

の

戦

い

の

戦

没

者

を

慰

霊

す

る

と

と

も

に

、

日

米

の

友

好

と

恒

久

平

和

を

祈

念

し

た

。

参

加

し

た

隊

員

は

先

人

へ

の

追

悼

の

意

を

胸

に

参

列

し

、

国

難

に

命

を

捧

げ

た

日

米

両

国

の

戦

没

者

の

冥

福

を

祈

っ

た

。ま

た

両

国

の

旗

衛

隊

及

び

儀

じ

ょ

う

隊

は

記

念

碑

の

前

に

お

い

て

、

日

米

友

好

と

恒

久

平

和

を

誓

う

固

い

握

手

と

絆

を

深

め

た

。

第

１

師

団

司

令

部

広

報

班

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

八

王

子

地

域

事

務

所

（

所

長

森

３

陸

佐

）

は

４

月

24

日

、

中

央

大

学

に

お

い

て

、

防

衛

研

究

所

国

際

交

流

企

画

官

の

石

渡

１

空

佐

を

招

聘

し

防

衛

講

話

を

実

施

し

た

。

「

我

が

国

の

安

全

保

障

と

防

衛

外

交

」

と

題

さ

れ

た

こ

の

講

話

は

、

石

渡

１

空

佐

が

北

大

西

洋

条

約

機

構

（

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

）

日

本

政

府

代

表

部

参

事

官

兼

防

衛

駐

在

官

と

し

て

の

勤

務

や

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

国

防

大

学

へ

の

留

学

経

験

に

基

づ

く

内

容

で

、

大

学

二

年

生

を

対

象

に

、

約

１

時

間

実

施

さ

れ

た

。

講

話

で

は

、

わ

が

国

の

安

全

保

障

政

策

や

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

概

要

に

つ

い

て

の

説

明

に

加

え

、

石

渡

１

空

佐

が

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

本

部

に

お

い

て

防

衛

駐

在

官

と

し

て

様

々

な

仕

事

の

経

験

談

を

も

と

に

、

欧

州

に

お

け

る

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

の

任

務

、

戦

略

的

位

置

づ

け

等

に

つ

い

て

も

説

明

し

、

普

段

聞

く

こ

と

の

で

き

な

い

防

衛

外

交

の

現

場

で

起

き

て

い

る

迫

力

の

あ

る

内

容

を

、

参

加

し

た

学

生

は

興

味

深

く

聴

講

し

て

い

た

。

質

疑

応

答

で

は

、

学

生

か

ら

防

衛

政

策

や

欧

州

安

全

保

障

か

ら

現

地

で

の

生

活

ま

で

幅

広

い

分

野

で

の

質

問

が

寄

せ

ら

れ

、

そ

れ

ら

に

対

し

丁

寧

に

わ

か

り

や

す

く

回

答

し

た

。

講

話

の

最

後

に

は

、

平

素

に

お

け

る

「

防

衛

外

交

」

の

重

要

性

、

幹

部

自

衛

官

と

し

て

勤

務

す

る

こ

と

の

魅

力

、

そ

の

キ

ャ

リ

ア

パ

ス

の

中

で

チ

ャ

レ

ン

ジ

す

る

者

に

は

多

く

の

チ

ャ

ン

ス

が

あ

る

こ

と

を

強

調

し

た

。

今

回

の

講

話

を

通

じ

、

参

加

し

た

大

学

生

に

は

防

衛

省

・

自

衛

隊

へ

の

理

解

促

進

が

図

れ

た

。

八

王

子

地

域

事

務

所

は

、

今

後

も

大

学

等

で

の

職

業

説

明

会

、

防

衛

講

話

等

を

通

じ

て

自

衛

隊

の

活

動

に

つ

い

て

認

知

向

上

を

図

り

志

願

化

を

推

進

し

て

い

く

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

立

川

出

張

所

（

所

長

星

２

陸

尉

）

）

は

４

月

29

日

、

東

京

都

立

川

市

国

営

昭

和

記

念

公

園

ふ

れ

あ

い

広

場

に

お

い

て

、

み

ど

り

の

フ

ィ

ー

ル

ド

コ

ン

サ

ー

ト

に

参

加

し

た

。

東

京

立

川

ロ

ー

タ

リ

ー

ク

ラ

ブ

が

主

催

す

る

こ

の

イ

ベ

ン

ト

は

、

海

上

自

衛

隊

東

京

音

楽

隊

に

よ

る

野

外

コ

ン

サ

ー

ト

に

併

せ

、

海

上

自

衛

隊

（

横

須

賀

基

地

）

及

び

陸

上

自

衛

隊

（

第

１

後

方

支

援

連

隊

）

の

装

備

品

展

示

や

広

報

ブ

ー

ス

に

よ

る

自

衛

隊

の

紹

介

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

海

上

自

衛

隊

ブ

ー

ス

で

は

、

南

極

の

氷

に

南

極

の

石

、

記

念

缶

バ

ッ

チ

が

、

陸

上

自

衛

隊

ブ

ー

ス

に

お

い

て

は

、

１

/

２

ｔ

ト

ラ

ッ

ク

や

宿

営

用

天

幕

な

ど

、

様

々

な

工

夫

を

凝

ら

し

た

装

備

品

展

示

等

に

よ

り

会

場

を

大

い

に

盛

り

上

げ

た

。

来

場

者

は

、

演

奏

を

楽

し

み

な

が

ら

間

近

に

見

た

り

触

れ

る

な

ど

し

て

装

備

品

等

に

目

を

輝

か

せ

て

い

た

。

ま

た

、

今

回

は

心

の

交

流

を

目

玉

と

し

て

「

音

楽

隊

へ

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

届

け

よ

う

！

」

と

い

う

コ

ー

ナ

ー

が

設

け

ら

れ

、

「

ま

た

、

聴

き

た

い

！

」

「

素

敵

な

音

楽

を

あ

り

が

と

う

」

「

と

て

も

か

っ

こ

良

か

っ

た

」

等

、

イ

ラ

ス

ト

や

多

く

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

寄

せ

ら

れ

た

。

記

念

の

音

楽

隊

ス

テ

ッ

カ

ー

を

手

渡

す

と

、

す

ぐ

に

携

帯

ケ

ー

ス

等

に

貼

り

付

け

、

恥

ず

か

し

そ

う

に

見

せ

て

く

れ

る

子

供

も

い

た

。

立

川

出

張

所

は

、

装

備

品

展

示

協

力

部

隊

は

勿

論

、

音

楽

隊

や

他

幕

広

報

と

も

連

携

を

取

り

な

が

ら

、

地

域

の

方

々

と

の

交

流

を

大

切

に

し

、

来

場

者

に

「

自

衛

官

と

出

会

え

て

良

か

っ

た

」

「

楽

し

か

っ

た

」

と

記

憶

・

心

に

残

る

取

り

組

み

を

通

じ

、

自

衛

隊

の

魅

力

発

信

と

と

も

に

募

集

業

務

に

邁

進

し

て

い

く

。

東

京

地

本

渉

外

広

報

班

協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

世

田

谷

区

は

東

京

23

区

の

南

西

部

に

位

置

し

、

令

和

７

年

５

月

に

は

推

定

人

口

92

万

人

で

人

口

が

多

い

区

ラ

ン

キ

ン

グ

第

一

位

の

区

で

す

。

世

田

谷

区

防

衛

協

会

は

設

立

13

周

年

を

迎

え

ま

し

た

。

目

的

を

明

確

に

協

会

活

動

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

又

、

東

京

都

防

衛

協

会

に

協

力

し

「

自

分

の

国

は

自

分

で

守

る

！

」

意

識

の

啓

蒙

、

及

び

自

衛

隊

員

が

警

察

官

と

同

じ

よ

う

に

街

中

を

制

服

で

歩

く

事

が

出

来

る

環

境

作

り

を

進

め

て

ま

い

り

ま

す

。

活

動

内

容

は

コ

ロ

ナ

が

５

類

に

な

り

令

和

６

年

よ

り

通

常

通

り

令

和

６

年

６

月

に

定

期

総

会

を

実

施

し

、

令

和

６

年

９

月

に

バ

ス

を

貸

し

切

り

横

須

賀

基

地

へ

「

ス

テ

ル

ス

艦

く

ま

の

」

を

見

学

に

行

き

ま

し

た

。

令

和

７

年

に

入

り

令

和

７

年

１

月

に

新

年

賀

詞

交

交

歓

会

を

実

施

し

、

令

和

７

年

３

月

に

吉

田

理

事

長

に

ご

尽

力

を

頂

き

バ

ス

を

貸

し

切

り

「

横

田

基

地

」

及

び

「

リ

ッ

ク

ン

ラ

ン

ド

」

へ

の

見

学

研

修

会

を

実

施

し

ま

し

た

。

Ｉ

Ｔ

担

当

理

事

に

よ

り

、

「

世

田

谷

区

防

衛

協

会

フ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

」

を

開

設

し

ま

し

た

。

是

非

、

ア

ク

セ

ス

し

て

下

さ

い

。

現

在

の

会

員

数

は

１

０

６

名

で

す

が

更

な

る

会

員

増

大

を

目

指

し

て

お

り

ま

す

。事

務

局

長

森

昌

彦

羽

村

市

防

衛

協

会

は

昭

和

43

年

に

設

立

し

現

在

に

至

っ

て

お

り

ま

す

。

昨

年

の

定

期

総

会

か

ら

会

長

と

い

う

大

役

を

務

め

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

令

和

６

年

度

は

、

施

設

見

学

会

、

納

涼

大

会

、

市

民

と

産

業

の

ま

つ

り

へ

の

出

店

、

賀

詞

交

歓

会

な

ど

の

活

動

を

通

じ

て

会

員

同

士

の

交

流

や

防

衛

意

識

の

普

及

及

び

高

揚

を

図

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

。

施

設

見

学

会

で

は

航

空

自

衛

隊

入

間

基

地

に

会

員

40

名

で

伺

い

、

Ｐ

Ａ

Ｃ

剹

３

ミ

サ

イ

ル

の

展

示

見

学

や

Ｔ

剹

４

練

習

機

の

展

示

見

学

、

自

衛

隊

入

間

病

院

の

見

学

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

ま

た

、

市

民

と

産

業

の

ま

つ

り

で

は

、

防

衛

省

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

福

生

募

集

案

内

所

の

皆

さ

ま

と

自

衛

官

募

集

や

自

衛

隊

グ

ッ

ズ

の

販

売

、

羽

村

市

防

衛

協

会

の

Ｐ

Ｒ

・

会

員

募

集

活

動

を

行

い

ま

し

た

。

現

在

の

会

員

数

は

約

２

７

０

名

と

な

っ

て

お

り

ま

す

が

、

今

後

の

会

の

運

営

を

考

え

る

中

で

、

若

年

層

の

会

員

を

増

や

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

令

和

7

年

度

も

様

々

な

活

動

を

通

じ

て

、

会

員

同

士

の

交

流

や

防

衛

意

識

の

普

及

及

び

高

揚

を

図

っ

て

ま

い

り

ま

す

。

会

長

冨

松

崇

小

平

市

防

衛

協

会

に

つ

い

て

お

話

し

し

ま

す

。

ま

ず

当

協

会

の

創

立

者

で

あ

る

増

田

百

合

子

さ

ん

の

お

父

さ

ん

に

心

か

ら

の

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

当

時

増

田

さ

ん

の

国

を

思

い

、

小

平

市

を

思

う

強

い

気

持

ち

が

あ

っ

た

か

ら

こ

そ

の

出

発

で

あ

っ

た

こ

と

が

、

こ

こ

ま

で

継

続

し

て

地

域

や

国

に

貢

献

で

き

る

も

の

と

な

り

ま

し

た

。

改

め

て

感

謝

の

気

持

ち

を

伝

え

た

い

と

思

い

ま

す

。

小

平

市

防

衛

協

会

は

昭

和

39

年

４

月

１

日

に

設

立

、

平

成

８

年

６

月

１

日

に

女

性

部

、

平

成

14

年

7

月

1

日

に

青

年

部

を

設

立

し

現

在

に

至

っ

て

お

り

ま

す

。

創

立

以

来

、

国

家

の

防

衛

力

向

上

と

安

全

保

障

政

策

の

推

進

の

状

況

を

見

守

っ

て

参

り

ま

し

た

。

こ

の

間

の

小

平

市

防

衛

協

会

の

継

続

の

歴

史

は

、

数

々

の

課

題

を

乗

り

越

え

、

成

果

を

手

に

し

て

き

た

証

で

も

あ

り

ま

す

。

特

に

、

女

性

部

、

青

年

部

の

設

立

は

、

多

様

性

を

広

げ

、

新

た

な

視

点

や

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

も

た

ら

し

ま

し

た

。

ま

た

こ

れ

ま

で

の

活

動

を

振

り

返

る

と

、

役

員

先

輩

方

の

献

身

的

な

努

力

と

志

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

の

精

神

を

受

け

継

ぎ

、

私

た

ち

も

こ

れ

か

ら

、

未

来

に

向

か

っ

て

一

歩

一

歩

進

ん

で

い

く

責

務

が

あ

り

ま

す

。

特

に

、

現

在

の

国

際

情

勢

は

複

雑

さ

を

増

し

て

お

り

、

我

々

の

微

々

た

る

役

割

で

す

が

重

要

に

な

っ

て

き

て

い

ま

す

。

地

域

の

安

全

を

確

保

し

、

国

民

の

安

心

を

守

る

た

め

に

、

一

層

の

努

力

と

連

携

が

求

め

ら

れ

て

い

る

か

ら

で

す

。

こ

の

記

念

す

べ

き

日

に

、

私

た

ち

は

過

去

を

振

り

返

る

だ

け

で

な

く

、

未

来

へ

の

展

望

を

持

ち

続

け

る

こ

と

が

重

要

で

す

。

新

し

い

時

代

に

相

応

し

い

防

衛

の

あ

り

方

を

模

索

し

、

若

い

世

代

が

そ

の

意

志

を

継

い

で

い

け

る

よ

う

に

す

る

こ

と

も

大

事

に

な

っ

て

き

て

い

る

と

思

い

ま

す

。

私

た

ち

が

築

い

て

き

た

も

の

を

大

切

に

し

つ

つ

、

新

た

な

挑

戦

に

果

敢

に

取

り

組

む

こ

と

を

、

引

き

続

き

ご

支

援

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

会

長

永

田

政

弘

世

田

谷

区

は

東

京

23

区

の

南

西

部

に

位

置

し

、

令

和

７

年

５

月

に

は

推

定

人

口

92

万

人

で

人

口

が

多

い

区

ラ

ン

キ

ン

グ

第

一

位

の

区

で

す

。

世

田

谷

区

防

衛

協

会

は

設

立

13

周

年

を

迎

え

ま

し

た

。

目

的

を

明

確

に

協

会

活

動

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

又

、

東

京

都

防

衛

協

会

に

協

力

し

「

自

分

の

国

は

自

分

で

守

る

！

」

意

識

の

啓

蒙

、

及

び

自

衛

隊

員

が

警

察

官

と

同

じ

よ

う

に

街

中

を

制

服

で

歩

く

事

が

出

来

る

環

境

作

り

を

進

め

て

ま

い

り

ま

す

。

活

動

内

容

は

コ

ロ

ナ

が

５

類

に

な

り

令

和

６

年

よ

り

通

常

通

り

令

和

６

年

６

月

に

定

期

総

会

を

実

施

し

、

令

和

６

年

９

月

に

バ

ス

を

貸

し

切

り

横

須

賀

基

地

へ

「

ス

テ

ル

ス

艦

く

ま

の

」

を

見

学

に

行

き

ま

し

た

。

令

和

７

年

に

入

り

令

和

７

年

１

月

に

新

年

賀

詞

交

交

歓

会

を

実

施

し

、

令

和

７

年

３

月

に

吉

田

理

事

長

に

ご

尽

力

を

頂

き

バ

ス

を

貸

し

切

り

「

横

田

基

地

」

及

び

「

リ

ッ

ク

ン

ラ

ン

ド

」

へ

の

見

学

研

修

会

を

実

施

し

ま

し

た

。

Ｉ

Ｔ

担

当

理

事

に

よ

り

、

「

世

田

谷

区

防

衛

協

会

フ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

」

を

開

設

し

ま

し

た

。

是

非

、

ア

ク

セ

ス

し

て

下

さ

い

。

現

在

の

会

員

数

は

１

０

６

名

で

す

が

更

な

る

会

員

増

大

を

目

指

し

て

お

り

ま

す

。事

務

局

長

森

昌

彦

羽

村

市

防

衛

協

会

は

昭

和

43

年

に

設

立

し

現

在

に

至

っ

て

お

り

ま

す

。

昨

年

の

定

期

総

会

か

ら

会

長

と

い

う

大

役

を

務

め

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

令

和

６

年

度

は

、

施

設

見

学

会

、

納

涼

大

会

、

市

民

と

産

業

の

ま

つ

り

へ

の

出

店

、

賀

詞

交

歓

会

な

ど

の

活

動

を

通

じ

て

会

員

同

士

の

交

流

や

防

衛

意

識

の

普

及

及

び

高

揚

を

図

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

。

施

設

見

学

会

で

は

航

空

自

衛

隊

入

間

基

地

に

会

員

40

名

で

伺

い

、

Ｐ

Ａ

Ｃ

剹

３

ミ

サ

イ

ル

の

展

示

見

学

や

Ｔ

剹

４

練

習

機

の

展

示

見

学

、

自

衛

隊

入

間

病

院

の

見

学

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

ま

た

、

市

民

と

産

業

の

ま

つ

り

で

は

、

防

衛

省

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

福

生

募

集

案

内

所

の

皆

さ

ま

と

自

衛

官

募

集

や

自

衛

隊

グ

ッ

ズ

の

販

売

、

羽

村

市

防

衛

協

会

の

Ｐ

Ｒ

・

会

員

募

集

活

動

を

行

い

ま

し

た

。

現

在

の

会

員

数

は

約

２

７

０

名

と

な

っ

て

お

り

ま

す

が

、

今

後

の

会

の

運

営

を

考

え

る

中

で

、

若

年

層

の

会

員

を

増

や

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

令

和

7

年

度

も

様

々

な

活

動

を

通

じ

て

、

会

員

同

士

の

交

流

や

防

衛

意

識

の

普

及

及

び

高

揚

を

図

っ

て

ま

い

り

ま

す

。

会

長

冨

松

崇

小

平

市

防

衛

協

会

に

つ

い

て

お

話

し

し

ま

す

。

ま

ず

当

協

会

の

創

立

者

で

あ

る

増

田

百

合

子

さ

ん

の

お

父

さ

ん

に

心

か

ら

の

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

当

時

増

田

さ

ん

の

国

を

思

い

、

小

平

市

を

思

う

強

い

気

持

ち

が

あ

っ

た

か

ら

こ

そ

の

出

発

で

あ

っ

た

こ

と

が

、

こ

こ

ま

で

継

続

し

て

地

域

や

国

に

貢

献

で

き

る

も

の

と

な

り

ま

し

た

。

改

め

て

感

謝

の

気

持

ち

を

伝

え

た

い

と

思

い

ま

す

。

小

平

市

防

衛

協

会

は

昭

和

39

年

４

月

１

日

に

設

立

、

平

成

８

年

６

月

１

日

に

女

性

部

、

平

成

14

年

7

月

1

日

に

青

年

部

を

設

立

し

現

在

に

至

っ

て

お

り

ま

す

。

創

立

以

来

、

国

家

の

防

衛

力

向

上

と

安

全

保

障

政

策

の

推

進

の

状

況

を

見

守

っ

て

参

り

ま

し

た

。

こ

の

間

の

小

平

市

防

衛

協

会

の

継

続

の

歴

史

は

、

数

々

の

課

題

を

乗

り

越

え

、

成

果

を

手

に

し

て

き

た

証

で

も

あ

り

ま

す

。

特

に

、

女

性

部

、

青

年

部

の

設

立

は

、

多

様

性

を

広

げ

、

新

た

な

視

点

や

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

も

た

ら

し

ま

し

た

。

ま

た

こ

れ

ま

で

の

活

動

を

振

り

返

る

と

、

役

員

先

輩

方

の

献

身

的

な

努

力

と

志

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

の

精

神

を

受

け

継

ぎ

、

私

た

ち

も

こ

れ

か

ら

、

未

来

に

向

か

っ

て

一

歩

一

歩

進

ん

で

い

く

責

務

が

あ

り

ま

す

。

特

に

、

現

在

の

国

際

情

勢

は

複

雑

さ

を

増

し

て

お

り

、

我

々

の

微

々

た

る

役

割

で

す

が

重

要

に

な

っ

て

き

て

い

ま

す

。

地

域

の

安

全

を

確

保

し

、

国

民

の

安

心

を

守

る

た

め

に

、

一

層

の

努

力

と

連

携

が

求

め

ら

れ

て

い

る

か

ら

で

す

。

こ

の

記

念

す

べ

き

日

に

、

私

た

ち

は

過

去

を

振

り

返

る

だ

け

で

な

く

、

未

来

へ

の

展

望

を

持

ち

続

け

る

こ

と

が

重

要

で

す

。

新

し

い

時

代

に

相

応

し

い

防

衛

の

あ

り

方

を

模

索

し

、

若

い

世

代

が

そ

の

意

志

を

継

い

で

い

け

る

よ

う

に

す

る

こ

と

も

大

事

に

な

っ

て

き

て

い

る

と

思

い

ま

す

。

私

た

ち

が

築

い

て

き

た

も

の

を

大

切

に

し

つ

つ

、

新

た

な

挑

戦

に

果

敢

に

取

り

組

む

こ

と

を

、

引

き

続

き

ご

支

援

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

会

長

永

田

政

弘

世

田

谷

区

世

田

谷

区

ステルス艦くまのステルス艦くまの

羽

村

市

羽

村

市

航空自衛隊入間基地航空自衛隊入間基地

小

平

市

小

平

市

航空自衛隊入間基地航空自衛隊入間基地
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同同同同

じじじじ

制制制制

服服服服

でででで

並並並並

ぶぶぶぶ

日日日日

同同同同

じじじじ

制制制制

服服服服

でででで

並並並並

ぶぶぶぶ

日日日日北條曹長と北條自候生北條曹長と北條自候生

硫

黄

島

で

日

米

合

同

の

慰

霊

式

硫

黄

島

で

日

米

合

同

の

慰

霊

式

東東東東京京京京地地地地本本本本東東東東京京京京地地地地本本本本

日米の友好と恒久平和を祈念日米の友好と恒久平和を祈念

中

央

大

学

で

防

衛

講

話

中

央

大

学

で

防

衛

講

話

届

け

音

楽

で

繋

ぐ

心

の

交

流

み

ど

り

の

フ

ィ

ー

ル

ド

コ

ン

サ

ー

ト届

け

音

楽

で

繋

ぐ

心

の

交

流

み

ど

り

の

フ

ィ

ー

ル

ド

コ

ン

サ

ー

ト

中央大学で防衛講話中央大学で防衛講話

素敵な音楽に感動！素敵な音楽に感動！

地地地地区区区区協協協協会会会会ココココーーーーナナナナーーーー地地地地区区区区協協協協会会会会ココココーーーーナナナナーーーー

私私私私たたたたちちちちのののの誇誇誇誇りりりり私私私私たたたたちちちちのののの誇誇誇誇りりりり


